
富田五城 

【榎津
え の きづ

城
じょう

】※よのきづ とも読む 

富田町榎津字郷中。長田（武田）兵庫右衛門という人が居住していたと伝えられて

いる。 

【江
え

松
まつ

城
じょう

】 

場所は二説あり、随縁寺の西、富田町江松字宮屋敷（現・江松五丁目）または、富

田町江松字城屋敷（現・江松四丁目）。土方治兵衛という人が居住していたと伝え

られている。 

【助光
すけみつ

城
じょう

】 

助光一丁目土之宮神明社あたり。もと竹藪に古碑があった。織田信長の家臣・福住

（福留）右近（左近）将監という人が居住していたと伝えられている。 

【戸田
と だ

城
じょう

】 

戸田字蔵屋敷（現・戸田一丁目）。平季政が築いたといわれる。城跡は現在某氏私

邸ともいわれる。 

【前田
ま え だ

城
じょう

】 

前田西町一丁目。戦国時代のもの。前田氏発祥の地。城跡は現在前田速念寺。明治

大正のころまで、城の遺構を示す榎の木があった。 
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